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村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
り
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
村
行
政
の
推
進

に
お
き
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
国
際
的
な
金
融
不
安
、
国
内
で
の

年
金
問
題
、
食
品
偽
装
問
題
、
凶
悪
犯

罪
の
増
加
な
ど
、
様
々
な
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
連
日
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
に
ぎ
わ
せ

ま
し
た
。
一
方
で
、
椎
茸
や
牛
肉
の
価

格
が
高
値
で
推
移
し
、
10
月
の
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
で
は
宮
崎
牛
が
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
な
ど
、
明
る

い
話
題
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

本
村
に
お
い
て
は
、
県
の
入
札
制
度

改
革
で
、
建
設
業
界
は
厳
し
い
会
社
運

営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、林
業
、

農
畜
産
業
で
は
、
日
向
圏
域
へ
の
企
業

進
出
や
宮
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ

り
、
今
後
の
販
路
拡
大
と
価
格
の
安
定

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

予
算
運
営
に
つ
い
て
は
、
近
年
に
な
い

緊
縮
財
政
の
中
、
税
収
の
確
保
、
国
・

県
の
制
度
事
業
の
導
入
に
努
め
た
ほ

か
、
経
費
全
般
に
わ
た
っ
て
節
減
合
理

化
を
行
い
、
緊
急
性
や
優
先
性
を
勘
案

し
た
予
算
配
分
の
中
で
、
事
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
が
10
月

に
発
表
し
た
昨
年
度
の
県
内
市
町
村
の

決
算
見
込
み
で
は
、
数
値
が
低
い
ほ
ど

一
般
財
源
を
弾
力
的
に
運
用
で
き
る
経

常
収
支
比
率
が
、
県
内
で
２
番
目
に
低

い
（
良
い
）
80
・
６
％
と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
計
画
的
な
事

業
見
直
し
、
人
員
削
減
、
経
費
削
減
等

が
行
わ
れ
て
き
た
成
果
の
表
れ
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
緊
縮
財
政

に
変
わ
り
は
な
く
、
今
後
も
職
員
一
人

一
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
現
場
で
柔

軟
な
発
想
と
明
確
な
コ
ス
ト
意
識
を
持

た
せ
、
行
財
政
の
効
率
化
と
住
民
ニ
ー

ズ
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
体

制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
は
、
今
、
自
主
自
立
の

精
神
の
も
と
、
個
性
と
活
力
に
満
ち
た

豊
か
な
地
域
社
会
の
創
造
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
民
と

行
政
と
が
適
切
な
役
割
分
担
を
認
識
し

合
い
、
村
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
か
て

〜
り
」
の
精
神
と
な
る
協
働
、
共
助
、

共
生
の
も
と
に
、
自
立
で
き
る
む
ら
づ

く
り
が
必
要
で
す
。
そ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
平
成
16
年
度
か
ら
始
ま
っ

た「
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」で
は
、こ
の「
か

て
〜
り
」
の
精
神
を
も
と
に
、
職
員
が

村
民
と
行
政
の
懸
け
橋
と
な
る
様
々
な

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
、

昨
年
は
こ
の
活
動
が
国
や
県
に
認
め
ら

れ
、
優
れ
た
施
策
を
実
施
し
た
自
治
体

へ
贈
ら
れ
る
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
非
常
に

名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
職
員
一
同
と
て

も
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
国

や
経
済
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
上
げ
ら
れ

る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
、
住
み
よ
い
活

力
あ
る
む
ら
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「
か
て
〜
り
」
の
精
神
が

　

い
き
づ
く
村
へ

椎
葉
村
長

  

椎
葉 

晃
充

行政

２００８年　　新年のごあいさつ
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２００８年　　新年のごあいさつ

椎
葉
村
議
会
議
長

  

甲
斐 

美
義

議会

　

謹
ん
で
村
民
の
皆
様
に
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
平
成
20
年

と
い
う
節
目
の
年
頭
に
あ
た
り
、
議
会

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
村
政

に
対
す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る

御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
も

着
実
に
発
展
へ
の
基
盤
を
固
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
新
年
を
迎
え
、
本
村
の

一
段
の
躍
進
を
期
し
て
清
新
の
気
が
み
な

ぎ
る
の
を
覚
え
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お

り
、現
在
の
社
会
経
済
情
勢
は
、国
際
化・

情
報
化
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
に
当
た
り
、

本
村
に
お
い
て
も
克
服
す
べ
き
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
行
政
需
要
は
そ

の
量
、
質
と
も
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化

す
る
な
ど
、
ま
こ
と
に
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
む
ら
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
今
後
さ
ら
に
創
意
工

夫
を
重
ね
、
村
民
皆
様
が
た
の
ご
期
待

に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。
ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

住
み
よ
い

　

村
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

平
成
９
年
12
月
18
日
か
ら
、
本
村

の
助
役
（
平
成
19
年
４
月
よ
り
名
称

変
更
に
よ
り
副
村
長
）
を
務
め
て
き

た
椎
葉
征
雄
氏
が
、
平
成
19
年
12
月

17
日
付
け
で
退
任
し
ま
し
た
。

　

椎
葉
征
雄
氏
は
、
昭
和
35
年
に
役

場
に
入
庁
。
平
成
９
年
に
退
職
す
る

ま
で
の
間
、
旧
住
民
課
長
や
旧
企
画

開
発
課
長
、
旧
農
業
振
興
課
長
、
総

務
課
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。
助
役
就

任
後
は
、
村
長
の
重
要
な
補
佐
役
と

し
て
、
ま
た
、
村
の
三
役
と
し
て
こ

れ
ま
で
職
務
を
遂
行
し
て
き
ま
し

た
。

　

離
任
式
は
12
月
14
日
役
場
で
行
わ

れ
、
村
長
か
ら
辞
令
と
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
椎
葉
征

雄
氏
は
「
椎
葉
村
は
平
成
の
大
合
併

と
い
う
嵐
の
吹
き
荒
れ
る
中
、
自
立

の
道
を
選
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
大
変
な

困
難
が
待
ち
か
ま
え
て
い
る
と
思
う

が
、
村
民
の
た
め
に
、
職
員
が
先
頭

に
立
っ
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
。
長
い

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
あ
い
さ

つ
。
離
任
式
終
了
後
は
、
多
く
の
職

員
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
庁
舎
を
あ
と

に
し
ま
し
た
。

　

一
般
職
38
年
、
助
役
・
副
村
長
10

年
の
合
計
48
年
間
、
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。
健
康
に
は
十
分
気
を
つ

け
て
、
今
後
と
も
村
政
発
展
の
た
め

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

椎葉征雄副村長が退任

多くの職員の見送りに笑顔で答える
椎葉征雄副村長
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子
ね

年生まれの年男・年女18人

今年の抱負
椎葉の子年生まれは299人

明治45年生まれ　　5人

大正13年生まれ　40人

昭和11年生まれ　60人

昭和23年生まれ　63人

昭和35年生まれ　48人

昭和47年生まれ　35人

昭和59年生まれ　21人

平成８年生まれ　27人

子年  　　年男・年女  　　2008年

甲斐 美
み

穂
ほ

 さん（23歳）　子どもの成長して
いく姿を見るのが楽しみです。今年は仕事や日常生
活で、人の役に立てるように頑張ります。子どもの
しつけ等も頑張ります。

甲斐あや子 さん（47歳）　昨年は大きなケ
ガをして、家族や親戚に迷惑をかけました。今年は
体に気を付け、家族の健康管理をしながら、笑いの
絶えない家庭にしていきたいです。

尾
向
（
向
山
日
添
）

山本　司
つかさ

 さん（71歳）　家族は７人。毎日が
忙しくも、楽しい日々を送っています。最近始めた
グラウンドゴルフとゲートボールが楽しみです。今
年は孫も年男。お互いチョロチョロ頑張ろうと約束
しました。

山本 晃
こ う

平
へ い

 くん（11歳）　今年はソフトボー
ルと太鼓を頑張ります。
　（質問！勉強は？）勉強は出来るから大丈夫！

松
尾
（
竹
の
八
重
）

教頭　外
と

山
や ま

健
け ん

一
い ち

郎
ろ う

 さん（47歳）
　今年も小崎小の子どもたちや小崎地区の皆様のた
めに、一生懸命頑張ります。

５年生３人組（11歳）黒木 脩
し ゅ う

斗
と

くん

椎葉 康
こ う

介
す け

 くん・黒木 千
ち

広
ひ ろ

 さん
　上級生にたよってばかりいた自分たちも、春からは６年
生。下級生の面倒を見て、みんなをまとめ、引っ張ってい
きます。いままで出来なかった勉強や運動も頑張ります。

小
崎
小
学
校

東
ひがし

　成
な る み

海 さん（59歳）　すべての目標達成の
ため、常に前進。行動するときは（先走りしないよ
うに）家族に相談。健康を第一に考え、今年もハー
フを中心にマラソンを走ります。

東　希
の ぞ み

望 さん（23歳）　昨年は皆様のおかげ
で、たくさんの経験をさせていただきました。現在
ダンスの練習中。２月の生涯学習フェスティバルで
披露する予定です。

上
椎
葉
（
下
椎
葉
）

芋ねずみ（鹿野遊小学校の収穫祭で採れた芋です）
作／田原 三知 さん（鹿野遊小･校長）

子2008年
ねずみ年
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2008年  　　年男・年女  　　子年

尾向（水無）

尾前 マヨ さん（95歳）

　

18
歳
で
嫁
い
で
77
年
。
昔
は
苦
労
し
た

け
れ
ど
、
今
で
は
う
れ
し
い
こ
と
ば
か
り
。

体
は
足
腰
が
少
し
痛
い
だ
け
。
今
年
も
元

気
に
、
楽
し
み
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
通
い
を

し
ま
す
。

不土野（古枝尾下）

那須ミスミ さん（71歳）

　

去
年
は
初
ひ
孫
に
会
い
に
大
阪
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
度
は
椎
葉
に
帰
省
し
て

く
る
の
で
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
趣
味

は
野
菜
作
り
。
今
年
も
た
く
さ
ん
作
り
ま

す
。

仲塔（奥村上）

黒木 鶴
つ る

市
い ち

 さん（83歳）

　

酒
も
タ
バ
コ
も
せ
ず
、
と
て
も
元
気
。

仕
事
が
趣
味
で
、
今
で
も
機
械
を
使
っ
て

下
刈
り
を
し
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
集
ま

り
も
楽
し
み
。
今
年
も
健
康
一
番
で
頑
張

り
ま
す
。

尾八重（上福良）

永田　敏
さとし

 さん（71歳）

　

気
持
ち
だ
け
は
い
つ
も
若
く
持
っ
て
い

ま
す
。
人
の
世
話
を
よ
く
し
、
笑
い
と
感

動
を
忘
れ
ず
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
趣
味

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
な
が
ら
、
楽
し
み

つ
つ
過
ご
し
ま
す
。

鹿野遊（椎原）

椎葉レイ子 さん（47歳）

　

今
年
は
家
族
の
健
康
と
、
福
の
神
や
息

子
の
お
嫁
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
は
呼

ば
れ
た
く
な
い
け
れ
ど
、
早
く
孫
が
抱
き

た
い
で
す
。

大河内（合戦原）

椎葉 長
ちょう

子
こ

 さん（47歳）

　

今
年
は
結
婚
し
て
25
年
目
。
２
頭
だ
っ

た
牛
も
、
現
在
で
は
親
子
合
わ
せ
て
25
頭
。

こ
れ
か
ら
は
、
牛
の
気
持
ち
が
分
か
る
牛

飼
い
を
目
指
し
、
今
後
も
頭
数
を
増
や
し

ま
す
。

栂尾（尾崎）

黒木 正
ま さ

人
と

 さん（59歳）

　

趣
味
は
ミ
ツ
バ
チ
。
ブ
ン
コ
は
家
の
周

り
よ
り
、
山
奥
に
置
い
た
方
が
い
い
ね
。

今
年
も
、
こ
つ
こ
つ
頑
張
り
、
病
気
を
せ

ず
、
医
者
の
お
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

上椎葉（上椎葉下１）

椎葉 智
と も

成
な り

 さん（35歳）

　

マ
イ
ブ
ー
ム
は
筋
ト
レ
。
体
に
張
り
が

出
て
、
焼
酎
も
お
い
し
く
飲
め
ま
す
。
２

年
で
10
㎏
の
減
量
に
成
功
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
普
通
の
毎
日
が
送
れ
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。
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＊＊　フォトトピックス　＊＊

昔なつかしい石臼でのソバ粉ひき。８月に焼き畑を
して種をまき、10月に収穫。みんなで育てた大事
なソバの実。

自
分
で
作
っ
た
手
打
ち
ソ

バ
は
格
別
。
し
し
肉
入
り

で
味
も
最
高
！

焼き畑収穫祭
（11月24日・尾向小学校）

並んだたくさんの料理。材料は作業所でできた農作
物。今年で10回目の収穫祭は、たくさんの人で大
賑
にぎ

わい。

バ
ン
ド
演
奏
に
観
客
も
飛

び
入
り
で
ダ
ン
ス
。
最
後

は
ビ
ン
ゴ
で
お
楽
し
み
抽

選
会
。

楽らく村収穫祭
（11月25日・桑の木原）

ソバオーナーを呼んでの収穫祭。ソバ打ち指導は地
元の名人ばあちゃん。参加者みんなでソバ打ち体験。

打
っ
た
ソ
バ
は
大
釜
で

さ
っ
と
湯
が
く
。
太
麺
、

細
麺
、
お
い
し
さ
は
ど
れ

も
一
緒
。

「結
ゆ い

の会」ソバ収穫祭
（12月１日・栂尾かて〜りの里）

田植と稲刈り。ソバの種まき。自分たちで作った大
地の恵。とってもおいしい、おにぎりとおソバ。

食
事
前
の
発
表
会
。
か
わ

い
い
水
戸
黄
門
様
に
、
会

場
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
と
拍

手
。

発表会＆収穫祭
（12月11日・小崎児童館）

「いただき
ま〜す！」

秋の恵みの収穫祭
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むらのできごと

椎葉村消防団 本部

消防ポンプ自動車
導　入

（日野デュトロ・ＣＤ−１型）

【総事業費】15,706,180円
【財源内訳】
　電源立地地域対策交付金　　　12,007,000円
　宮崎県消防防災力強化促進事業費補助金

3,617,000円
　一般財源　　　　　　　　　　　　82,180円

▲神事（12月１日・納車式）▲タッチパネルでの状態確認 ▲取扱説明を受ける団員

導
入
の
経
緯
と
お
礼

　

本
村
所
有
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

は
、
導
入
（
昭
和
62
年
）
か
ら
既
に
20

年
を
経
過
し
、
設
備
・
動
力
共
に
老
朽

化
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
村
当
局

の
ご
配
慮
に
よ
り
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
Ｃ
Ｄ―

１
型
を
導
入
し
て
い
た
だ

き
、
本
村
消
防
団
の
本
部
に
配
備
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
は
、
火
災
時
に
河
川
や
消

火
栓
等
の
水
利
よ
り
強
力
な
放
水
を
な

し
、
速
や
か
な
消
火
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
山
林
火
災

が
多
く
を
占
め
る
本
村
に
お
い
て
は
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
へ

の
中
継
送
水
源
と
し
て
も
、
圧
倒
的
な

効
果
を
発
揮
す
る
設
備
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
村
民
の
信
託
に
応
え
る
よ

う
、
努
力
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

10
月
26
日
、
門
川
町
で
県
大
会
の
予
選

と
な
る
東
臼
杵
地
区
中
学
校
駅
伝
競
走
大

会
が
開
催
さ
れ
、
松
尾
中
の
女
子
チ
ー
ム

が
見
事
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
全
５
区
間
を
部
員
４
人
が

卓
球
部
員
１
人
の
応
援
を
得
て
力
走
し
、

最
終
区
の
ラ
ン
ナ
ー
・
甲
斐
明
李
さ
ん
が
２

位
か
ら
逆
転
し
て
の
勝
利
で
、
苦
労
し
て

勝
ち
取
っ
た
地
区
代
表
の
座
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
18
日
に
西
都
市
で
行
わ
れ

た
県
大
会
で
は
、
故
障
明
け
の
選
手
が
い

る
中
、
17
チ
ー
ム
中
15
位
と
い
う
結
果
な

が
ら
最
後
ま
で
力
強
く
走
り
抜
き
、
見
る

人
へ
た
く
さ
ん
の
感
動
を
あ
た
え
て
く
れ

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲１区は荒竹知世さんが区間賞
　（10月26日）

団 長

那須 義雄
本部長

甲斐 愼二

中
学
駅
伝
大
会
で

　

地
区
優
勝
！

松
尾
中
学
校 

陸
上
部
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表彰受賞おめでとうございます
　

昭
和
52
年
12
月
１
日
に
民
生
委
員
に
委

嘱
さ
れ
た
黒
木
八
重
子
さ
ん
（
上
椎
葉
上

１
）
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
活
動
へ
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
長
年
に
わ
た

る
活
動
に
対
し
、
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

表
彰
（
昭
和
63
年
・
知
事
表
彰
、
平
成
４

年
・
九
州
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
、
平

成
５
年
・
知
事
表
彰
、
平
成
８
年
・
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
）
等
、
数
多
く

受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
11

月
２
日
の
全
国
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、

社
会
福
祉
功
労
者
（
民
生
委
員
児
童
委
員

部
門
）
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
伝
達
式
は
11
月
21
日
に

宮
崎
市
で
行
わ
れ
、
宮
崎
県
福
祉
保
健
部

長
よ
り
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
、
役
場
で
消
防
団
退
職
者
へ

の
退
職
報
奨
金
交
付
式
が
行
わ
れ
、
平

成
18
年
度
の
退
職
者
17
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
式
で
は
那
須
義
雄
団
長
な
ど
か
ら
長

年
の
献
身
的
な
活
動
に
対
す
る
お
礼
の
言

葉
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
村
か
ら
は
報
奨
金

が
、
消
防
庁
か
ら
は
銀
杯
と
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
昼
夜
を
問
わ
ず
、
村
民
の
生

命
と
財
産
の
安
全
の
た
め
に
活
動
さ
れ
て

き
た
皆
さ
ん
、本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
村
の
椎
葉
邦
子
保
健
師
（
福
祉
保
健

課
）
が
、
こ
れ
ま
で
の
母
子
保
健
活
動
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
母
子
保
健
奨
励
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

椎
葉
邦
子
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
に
役
場

に
入
庁
。
最
寄
り
に
産
婦
人
科
医
院
の
無

い
本
村
に
お
い
て
、
乳
児
健
診
の
実
施
回

数
増
加
や
子
育
て
学
級
、
思
春
期
体
験
学

習
の
開
催
な
ど
、
母
子
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

づ
く
り
を
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
11
月
19
日
、
東
京
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た

14
人
と
共
に
賞
状
と
盾
を
受
け
取
り
ま
し

た
。
ま
た
、
午
後
に
は
、
東
宮
御
所
を
訪

れ
、
皇
太
子
ご
夫
妻
か
ら
直
接
ご
祝
詞
を

賜
り
ま
し
た
。
皇
太
子
さ
ま
は
受
賞
者
の

活
動
を
聞
い
て
「
親
子
の
交
流
が
大
切
で

す
ね
」
な
ど
と
語
り
、
昨
年
に
引
き
続
き

出
席
さ
れ
た
雅
子
さ
ま
と
も
、
約
30
分
間

の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
、
鹿
児
島
市
に
お
い
て
高
円

宮
妃
久
子
さ
ま
（
日
本
赤
十
字
社
名
誉
副

総
裁
）
の
ご
臨
席
の
も
と
、
九
州
八
県
支

部
連
合
赤
十
字
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
、
本
村
か
ら
は
次
の
方
が
表
彰

を
受
け
、
12
月
13
日
に
役
場
で
村
長
へ
の

受
賞
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
金
色
有
功
賞
（
社
費
50
万
円
達
成
）

　

黒
木
八
重
子
さ
ん
（
上
椎
葉
上
１
）

■
銀
色
有
功
賞
（
社
費
20
万
円
達
成
）

　

東
陽
ビ
ル
ド
㈱
（
鹿
野
遊
）

　

那
須
正
敏
さ
ん
（
上
椎
葉
上
１
）

▲村長へ受賞報告
（12月10日・村長室）

黒
木 

八
重
子 

さ
ん

社
会
福
祉
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰 

受
賞

平
成
19
年
度

　

日
本
赤
十
字
社
表
彰

椎
葉 

邦
子 

保
健
師

　

母
子
保
健
奨
励
賞 

受
賞

村
消
防
団
退
職
者
へ

　

報
奨
金
と
銀
杯
を
贈
呈

▲表彰式に出席された那須智
義さん（東陽ビルド・写真
左）。授賞者は高円宮妃久
子さま（写真右）

▲受賞された那須正敏
さん（代理の初さん）
と黒木八重子さん

▲表彰式で賞状を受け取
る椎葉邦子保健師（東
京都文京区）

▲代表で消防庁長官からの感謝
状を伝達された前本部長の中
園騰さん

▲退職者を代表してお
礼のあいさつをする
前団長の尾前満さん
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椎葉
晃充
村長の

12月の
動き

▲すこやか祝い金贈呈式
（７日）

３
日　

庁
議
（
役
場
）

　
　
　

民
生
委
員
委
嘱
状
伝
達
式

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

４
日　

国
有
林
有
志
会
議
（
熊
本
市
）

６
日　

12
月
補
正
予
算
査
定
（
役
場
）

　
　
　

消
防
部
長
会
（
役
場
）

７
日　

郡
町
村
会
臨
時
総
会
（
役
場
）

　
　
　

す
こ
や
か
祝
い
金
贈
呈
式（
役
場
）

12
日　

12
月
定
例
議
会
（
〜
13
日
・
役
場
）

14
日　

入
郷
衛
生
組
合
総
会

　
　
　
　
（
美
郷
町
西
郷
区
）

　
　
　

副
村
長
退
職
離
任
式
（
役
場
）

15
日　

元
衆
議
院
議
員 

江
藤
隆
美
氏 

　
　
　
　

門
川
町
葬
（
門
川
町
）

17
日　

故 

江
藤
氏 

自
民
党
葬
（
東
京
都
）

18
日　

県
森
林
審
議
会
（
宮
崎
市
）

19
日　

村
立
病
院
運
営
協
議
会
（
役
場
）

　
　
　

障
が
い
者
福
祉
施
策
協
議
会

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

20
日　

治
山
林
道
協
会
（
宮
崎
市
）

25
日　

入
札
（
役
場
）

26
日　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

　
　
　

自
治
会
館
管
理
組
合
議
会（
宮
崎
市
）

　
　
　

内
外
情
勢
調
査
会
（
宮
崎
市
）

28
日　

仕
事
納
め
式
（
役
場
）

申告は正しく、お早めに！！
　

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
住
民
登
録

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
村
内
に
住
ん
で

い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
申
告
の
必
要
な
方
】

①
事
業
（
営
業
・
農
業
）
所
得
が
あ
る

②
給
与
・
賃
金
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
る

③
２
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

④
年
金
・
山
林
・
不
動
産
所
得
等
が
あ
る

⑤
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受
け
る

【
申
告
の
必
要
な
い
方
】

①
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
い
報
告
書
の
提

出
が
あ
っ
た

②
確
定
報
告
書
を
税
務
署
に
提
出
し
た

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑

②
扶
養
家
族
構
成
、
氏
名
・
生
年
月
日
の

分
か
る
書
類
（
保
険
証
等
）

③
所
得
や
必
要
経
費
の
書
類
・
計
算
書

④
そ
の
他
、
控
除
証
明
書
等

【
平
成
20
年
度
の
改
正
点
】

①
定
率
減
税
廃
止

②
所
得
税
の
税
率
構
造
改
正

③
各
種
控
除
の
改
正
と
新
設

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課

　

☎
０
９
８
２―

６
７―

３
２
０
５

準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

住
民
税
・
所
得
税
の

　

申
告
相
談

期日（曜） 時　　間 場　　　　　所 組　　　　　　　　合

４日（月） 9：30 〜 16：00 松尾多目的集会センター
水越、小原、中ノ八重、下松尾、新下松尾、上松尾、
畑鳥の巣、榎峠、唖谷、栗の尾、旧岩屋戸

５日（火） 9：30 〜 16：00 松尾多目的集会センター
小ヶ倉、佐土の谷、中尾、竹の八重、岩屋戸上・中・下、
小河内、ロクロ、春岩尾、石原、新石原

６日（水） 9：30 〜 15：00 不土野生活改善センター 不土野全地区

７日（木） 9：30 〜 16：00 鹿 野 遊 集 会 セ ン タ ー 鹿野遊全地区

12日（火） 9：30 〜 16：00 仲塔生活改善センター 仲塔全地区

13日（水） 9：30 〜 16：00 小 崎 集 会 セ ン タ ー 小崎全地区

14日（木） 9：30 〜 16：00 本郷地区集会センター 大河内全地区

18日（月） 9：30 〜 16：30 役 場 ２ 階 会 議 室
若宮、桑の木原、針金橋、尾田山中、下福良、間柏原、
夜狩内、佐礼、佐礼住宅、尾平

19日（火） 9：30 〜 16：30 役 場 ２ 階 会 議 室
若宮住宅、針金橋団地、上椎葉上・中・下、山中団地、
那須橋、持田団地、下椎葉

20日（水） 9：30 〜 15：00 尾 前 集 会 所（ 拝 殿 ） 尾前全地区

21日（木） 9：30 〜 16：00 向山日添営農研修センター 向山日添、追手納、向山日当上・中・下

25日（月） 9：30 〜 14：00 尾 八 重 集 落 セ ン タ ー 尾八重全地区

27日（水） 9：30 〜 14：00 栂 尾 の 館 栂尾全地区

申告相談受付日程表２月
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制
度
の
目
的

　

現
在
、急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

高
齢
者
の
医
療
費
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
医
療
保
険
制
度
を
維
持
す

る
た
め
に
、
各
世
代
を
通
じ
て
公
平
で
、

社
会
全
体
で
支
え
合
う
わ
か
り
や
す
い

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
健
康
保
険
や
被

用
者
保
険
（
政
府
管
掌
健
康
保
険
や
共

済
保
険
な
ど
の
い
わ
ゆ
る「
社
会
保
険
」

の
こ
と
）
に
加
入
し
な
が
ら
老
人
医
療

制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
満
75
歳
以
上
の
す

べ
て
の
方
は
、
今
ま
で
の
保
険
に
変
わ

り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満

で
一
定
以
上
の
障
害
の
あ
る
老
人
医
療

受
給
者
の
方
も
新
し
い
制
度
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
方
々
に
つ
い
て
の
加
入
は
自
動
的

に
行
わ
れ
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
な
い
こ
と
を
選
ぶ
こ
と
も

で
き
ま
す
。
事
前
に
本
人
あ
て
に
ご
案
内

の
文
書
が
届
き
ま
す
の
で
、
加
入
さ
れ
な

い
と
き
は
届
け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
証

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る
被
保

険
者
証
は
、
一
人
１
枚
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
老
人
医
療
受
給
者
証
と

そ
れ
ぞ
れ
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
の

被
保
険
者
証
の
合
わ
せ
て
２
枚
が
必
要
で

し
た
が
、
１
枚
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
３
月
中
に
郵
送
な
ど
で
交

付
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担
割
合
は
現

在
と
同
じ
１
割
（
現
役
並
み
所
得
の
方

は
３
割
）
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

給
付
サ
ー
ビ
ス

　

新
制
度
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
給
付

内
容
は
、
現
行
の
老
人
医
療
制
度
の
給

付
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　

新
た
に
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合

算
制
度
」
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
は
、
１

年
間
に
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
を
利

用
し
窓
口
で
支
払
っ
た
額
の
合
計
が
、

著
し
く
高
額
に
な
る
場
合
に
、
負
担
を

軽
減
す
る
も
の
で
す
。

▼
健
康
診
査

　

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
早
期

発
見
・
早
期
治
療
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
実
施
し
て
き

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
満
75
歳
以
上
の
人
全
員
を
対
象
に
し

た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
運
営
は
、
県
内

全
市
町
村
で
組
織
し
た
宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
広
域
連
合
長　

津
村
重
光
宮
崎
市
長
）
で
行
い
、
県
下
全

域
が
サ
ー
ビ
ス
対
象
地
域
と
な
り
ま
す
。
申
請
等
の
窓
口
業

務
は
引
き
続
き
市
町
村
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
老
人
医
療
制
度
を
見
直
し
、
財

政
的
な
安
定
化
を
進
め
、
将
来
的
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
を
目
的
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
新
し
い
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。 後

期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す

平
成
20
年
４
月
か
ら
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た
住
民
基
本
健
診
と
同
じ
よ
う
に
身
近

に
受
診
が
で
き
ま
す
。

　

検
査
項
目
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら

市
町
村
国
保
が
実
施
す
る
特
定
健
診
と

ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
す
。

▼
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

　

施
術
料
助
成

　

広
域
連
合
が
認
め
た
施
術
所
で
受
け

た
施
術
の
施
術
料
に
対
し
て
助
成
が
あ

り
ま
す
。

　

助
成
金
額
は
、
１
回
に
つ
き
千
円
。

助
成
回
数
は
、年
間
24
回
で
１
日
１
回
、

月
８
回
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

▼
葬
祭
費

　

被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
の
葬
祭
を
行

う
方
に
２
万
円
支
給
し
ま
す
。

保
険
料
率

　

保
険
料
率
は
県
単
位
で
広
域
連
合
が

２
年
ご
と
に
定
め
ま
す
。

　

徴
収
は
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天

引
き
と
な
り
ま
す
。
年
金
額
が
年
額

18
万
円
未
満
の
方
、
介
護
保
険
料
と
合

わ
せ
た
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
る
方
は
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座

振
替
に
よ
る
納
入
）
に
な
り
ま
す
。

　

加
入
者
全
員
で
負
担
す
る
均
等
割

（
年
額
３
万
６
千
６
百
円
）
と
所
得
に

応
じ
て
負
担
す
る
所
得
割
（
所
得
割
率

６・８
０
％
）
か
ら
計
算
し
ま
す
。
詳
し

く
は
下
表
の
計
算
例
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
被
用
者
保
険
被
扶
養
者
の
特
例

　

資
格
取
得
前
日
に
、
被
用
者
保
険
な

ど
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は
、
そ
れ
ま

で
保
険
料
負
担
が
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す

る
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、
２
年
間
保

険
料
の
軽
減
措
置
（
均
等
割
額
の
５
割

軽
減
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
に
限
り
、
４

月
か
ら
９
月
末
ま
で
は
保
険
料
は
無

料
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
翌
年
３
月
分

の
保
険
料
が
均
等
割
の
９
割
軽
減
（
保

険
料
年
額
千
八
百
円
）
と
な
る
特
別
措

置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

後期高齢者医療制度に関する
お問い合わせは
　宮崎県後期高齢者医療広域連合
　（電話 0985 − 62 − 0921）
または、
　椎葉村福祉保健課国民健康保険係
　（電話 0982 − 68 − 7512）まで。

標準的な例について計算してみると下表のようになります。（保険料は100円未満切捨て）

世帯・収入の例
保険料額
（年額）

保険料額内訳

軽減判定 所得割額 均等割額

単身世帯で収入が老齢基礎年金（79
万円）のみの方

10,900円 7割軽減 0円 10,900円

単身世帯で厚生年金の平均的な年金
受給者（年額208万円）

74,000円 対象外 37,400円 36,600円

自営業の子ども（世帯主）と同居す
る人（子 年収390万円、本人 老齢基
礎年金79万円）
※世帯主の所得に応じて変わります。

10,900円

36,600円

子の所得に
応じて変わ
ります。

0円
10,900円

36,600円

夫婦２人世帯で夫が厚生年金の平均
的な受給者（夫 厚生年金208万円、
妻 老齢基礎年金79万円）

夫66,600円 
妻29,200円

２人とも
２割軽減

夫37,400円 
妻 　　0円

29,200円
29,200円

あなたの保険料は？

※ 一定以下の所得の人は、所得に応じて均等割額が 7 割・5 割・2 割軽減されます。

保険料　＝　均等割額　＋　所得割額

〜 〜
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備えあれば憂
う れ

いなし
シ
ョ
ッ
ク
な
事
実

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
皆
さ
ん
の
健
康
状

態
は
ど
う
で
し
た
。
私
は
と
い
え
ば
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
好
き
だ
け
ど
、
お
酒

も
タ
バ
コ
も
し
な
い
。
少
し
太
め
だ
け

ど
、
す
ご
い
肥
満
体
で
も
な
い
。
そ

れ
に
時
々
上
椎
葉
１
周
歩
い
た
り
し
て

い
る
。
だ
か
ら
自
分
は
大
丈
夫
か
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
昨
年
11
月

に
受
け
た
人
間
ド
ッ
グ
で
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
高
い
こ
と
が
解
り
、
早
速

お
薬
を
飲
ん
で
い
ま
す
。
少
し
シ
ョ
ッ

ク
。

き
っ
か
け
が
大
切

　

椎
葉
病
院
で
医
師
を
し
て
い
て
う
れ

し
い
こ
と
は
「
き
つ
そ
う
に
し
て
病
院

に
来
ら
れ
た
方
が
、
治
療
を
受
け
て
元

気
に
な
り
、
役
場
前
を
歩
い
て
い
る
」

と
こ
ろ
を
見
た
と
き
。
椎
葉
病
院
で
医

師
を
し
て
い
て
き
つ
い
の
は
、
患
者
さ

ん
に
「
少
し
食
事
量
を
減
ら
し
、
運
動

し
て
、
体
重
を
落
と
す
よ
う
」
と
説
明

す
る
と
き
。
な
ぜ
な
ら
自
分
で
も
な
か

な
か
難
し
い
こ
と
を
患
者
さ
ん
に
勧
め

る
の
は
き
つ
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？　

そ
う
で
す
。
長
い
間
自
分
が
続
け
て
き

た
生
活
習
慣
、
悪
い
と
は
思
っ
て
い
て

も
改
善
す
る
の
は
、
至
難
の
こ
と
。
健

診
や
ド
ッ
グ
の
悪
い
結
果
を
き
っ
か
け

に
改
善
し
た
り
、
新
年
に
な
っ
て
新
し

い
気
持
ち
で
自
分
の
健
康
目
標
を
立
て

た
り
な
ど
、
何
か
き
っ
か
け
が
必
要
で

す
。
そ
の
意
味
で
新
年
１
月
は
、
あ
な

た
の
今
年
の
健
康
目
標
を
作
る
の
に
最

適
な
と
き
で
す
。

健
康
目
標
を
立
て
よ
う

　

さ
て
厚
生
労
働
省
の
健
康
標
語
を
椎

葉
村
の
実
情
に
合
わ
せ
て
少
し
変
え
た

も
の
が
以
下
の
も
の
で
す
。

少
し
ず
つ
確
実
に
）

３
．
病
院
か
ら
の
帰
り
道
は
、
雨
の
日

も
風
の
日
も
台
風
の
と
き
は
止
め

る
け
ど
、
反
対
方
向
、
六
弥
太
を

周
っ
て
帰
る
。（
運
動
は
毎
日
の
日

常
生
活
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
大

切
）

　

皆
さ
ん
、
私
が
守
っ
て
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
の
健
康
目
標
は
ど
う

で
す
か
。
早
速
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
周
り
の
人
に
公
表
し
ま
し
ょ

う
。
一
人
で
思
っ
て
い
て
も
な
か
な
か

実
行
は
難
し
い
で
す
よ
。
だ
め
で
元
々

目
標
を
作
っ
て
健
康
の
た
め
皆
で
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

「
１
に
運
動
、
２
に
食
事
、
し
っ
か
り

禁
煙
、
節
酒
、
椎
葉
病
院
を
か
か
り
つ

け
医
に
」。

　

そ
れ
で
私
も
自
分
の
健
康
目
標
を
考

え
て
み
ま
し
た
。

１
．お
菓
子
は
１
日
１
個
に
す
る
。チ
ョ

コ
レ
ー
ト
は
止
め
る
。（
本
当
は
「
お

菓
子
は
絶
対
食
べ
な
い
」
に
で
き

る
と
い
い
の
で
す
が
、
少
し
甘
い
か

な
？　

小
さ
な
お
饅
頭
で
そ
の
カ
ロ

リ
ー
を
消
費
す
る
に
は
60
分
の
速
歩

が
必
要
で
す
）

２
．
体
重
を
62
㎏
に
す
る
。（
普
通
は

自
分
が
高
校
生
の
頃
の
体
重
が
そ

の
人
の
ベ
ス
ト
体
重
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
の
場
合
現
在
64
㎏
。
高

校
生
の
と
き
は
58
㎏
。
一
気
に
こ
こ

ま
で
１
年
間
で
減
ら
す
の
は
無
理

か
な
と
思
い
62
㎏
に
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
減
量
は
一
気
に
で
は
な
く

さ
て
あ
な
た
の

健
康
目
標
は
？椎葉村国民健康保険病院

院長　吉持 厳信

▲椎葉病院の全景とその周辺（上椎葉）。
　近くには博物館や鶴富屋敷が見えます。
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椎
葉
の
散
歩
道

　

御
池
（
一
五
六
〇
米
）
に
、
龍
神
館
の

椎
葉
英
生
さ
ん
の
ご
案
内
で
登
っ
た
。
禁

猟
初
日
の
三
月
一
五
日
だ
っ
た
が
、
幸
い

晴
れ
。
自
動
車
で
、
向
山
の
宿
か
ら
、
小

林
を
経
て
、「
登
山
道
入
り
口
」
の
休
憩

所
に
行
き
、
こ
こ
か
ら
登
る
。
ニ
レ
・
ミ

ズ
ネ
の
枯
れ
た
木
立
の
中
を
、
水
の
よ
く

光
る
渓
流
に
沿
っ
て
登
る
。
手
付
か
ず
の

山
だ
か
ら
、
樹
木
の
種
類
は
多
い
。
山
に

詳
し
い
英
生
さ
ん
の
親
切
な
ご
案
内
が
楽

し
い
。
椎
葉
村
で
は
椎
葉
さ
ん
、
那
須
さ

ん
と
言
っ
て
も
、
と
に
か
く
同
姓
が
多
く

て
通
じ
な
い
。
つ
い
名
前
を
呼
ぶ
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
白
鳥
山
一
帯
、
キ
ワ
ダ
・
オ
ダ
ラ
・

ケ
ン
ポ
ナ
シ
・
ヤ
マ
グ
ミ
・
タ
ニ
ガ
シ
・

ク
ワ
・
ホ
オ
・
サ
ル
ス
ベ
リ
・
サ
ワ
グ
ル
ミ
・

シ
オ
ワ
ジ
・
カ
ツ
ラ
・
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
の

原
生
林
で
あ
る
。勾
配
は
二
〇
度
く
ら
い
。

古
く
朽
ち
た
大
杉
が
倒
れ
て
い
る
。
英
生

さ
ん
が
指
さ
し
た
マ
ユ
ミ
の
幹
に
、
鹿
の

角
研
ぎ
の
跡
が
あ
っ
て
、
新
し
い
。「
あ
。

あ
そ
こ
に
」
と
英
生
さ
ん
が
さ
さ
や
く
。

「
ホ
ラ
」。
見
る
と
、
な
ん
と
鹿
の
一
家
が

七
匹
も
！「
こ
ん
な
た
く
さ
ん
の
頭
数
は
、

私
も
初
め
て
で
す
。
ほ
ら
子
鹿
。
牡
鹿
、

角
が
あ
る
で
し
ょ
」。「
そ
れ
に
し
て
も
、

こ
ん
な
鹿
の
大
家
族
に
出
遇
う
の
は
、
解

　

こ
の
村
に
落
ち
て
来
た
平 

清
経
た
ち

平
家
の
侍
は
、
白
鳥
山
（
一
六
三
九
米
）

の
山
頂
に
本
陣
を
構
え
と
っ
た
が
、
椎

葉
の
山
々
の
桜
の
花
が
、
真
っ
白
に
咲
い

と
っ
と
を
見
て
、
源
氏
の
大
軍
が
攻
め
て

来
た
、
と
思
う
た
わ
け
た
い
。
源
氏
の
旗

は
白
じ
ゃ
っ
た
っ
ち
ゃ
が
、
し
て 

平
家

の
旗
は
赤
じ
ゃ
っ
た
ち
ゃ
が
。
そ
れ
で
、

桜
の
花
が
源
氏
の
白
旗
に
見
え
た
わ
け
た

い
。
そ
れ
で
も
う
、
こ
こ
ま
で
、
源
氏
は

我
々
を
追
い
詰
め
て
来
た
か
、
も
う
逃
げ

道
は
な
い
な
い
わ
、
ち
い
う
と
こ
ろ
で
、

皆
、
切
腹
し
た
所
が
、
白
鳥
山
に
「
御
池
」

ち
ゅ
う
て
あ
る
っ
た
い
。

　
（
聞
き
手　

西
南
学
院
大　

小
山
里
絵
）

※
平
家
落
人
玉
砕
の
伝
説
だ
が
、
蕎
麦
の

花
を
源
氏
の
白
旗
か
と
見
誤
っ
た
伝
説
の

多
い
中
、
椎
葉
で
は
桜
が
、
新
緑
の
中
、

各
種
類
と
て
も
多
く
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

艶
や
か
な
色
を
見
せ
る
た
め
か
、
桜
を
源

氏
の
白
旗
に
見
誤
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。「
い
や
コ
ブ
シ
じ
ゃ
っ
た
」
と
言
う

言
い
伝
え
も
あ
る
。

椎
葉
の
民
話
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「
桜
の
花
と
平
家
落
ち
武
者
」

語
り
手　

山
中　

勝 
さ
ん

（
桑
の
木
原
）

昭
和
３
年
１
月
15
日
生
ま
れ

禁
期
間
に
は
な
い
こ
と
で
す
」。「
じ
ゃ
、

だ
れ
が
今
日
か
ら
禁
猟
期
間
に
な
っ
た
っ

て
、
鹿
の
家
族
に
教
え
た
ん
で
す
か
？
」。

「
さ
あ
ね
ぇ
」。

　

い
つ
の
ま
に
か
、
勾
配
を
感
じ
な
く

な
っ
た
。
ス
キ
ー
場
に
し
て
も
よ
い
く
ら

い
の
な
だ
ら
か
な
広
場
に
出
た
。
白
鳥
山

山
頂
は
ほ
ど
近
い
が
、
山
頂
は
ス
ズ
ダ
ケ

で
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
視
界
が
き
か
な

い
、
と
の
こ
と
で
、
登
頂
は
諦
め
る
。

　

辺
り
は
冬
枯
れ
て
葉
の
落
ち
た
白
骨
の

よ
う
な
樹
木
。
広
場
中
央
に
は
白
い
標
柱

が
立
っ
て
い
る
。「
平
家
残
党
左
中
将
清

経
住
居
跡　

椎
葉
村　

椎
葉
村
教
育
委
員

会
・
泉
村
教
育
委
員
会　

昭
和
四
十
七

年
四
月
吉
日
」
と
あ
る
。「
で
も
、
ほ
ん

と
う
の
伝
説
地
は
、
御
池
で
、
熊
本
の
今

の
八
代
市
、
も
と
の
泉
村
と
の
県
境
に
も

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
も
っ
と
西
側

で
す
。
で
も
そ
こ
に
行
く
道
が
分
か
り
に

く
い
も
の
で
す
か
ら
、
皆
、
い
っ
た
ん
こ

の
広
場
に
出
て
か
ら
、
伝
説
地
に
行
く
こ

と
に
し
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
ほ

ん
と
う
の
清
経
の
住
居
跡
で
も
、
県
境
で

も
な
い
の
で
す
が
、
格
好
の
広
場
で
は
あ

る
し
、
ま
ぁ
そ
れ
で
、
両
村
仲
良
く
此
処

に
、こ
の
標
柱
を
立
て
た
だ
け
で
す
」
と
、

案
内
の
英
生
さ
ん
。

　

横
道
を
少
し
登
っ
て
森
に
入
り
、
西
の

方
に
今
度
は
二
〇
〇
米
ほ
ど
下
る
。「
も

う
高
低
差
五
〇
〇
米
は
下
り
ま
し
た
が
」

と
英
生
さ
ん
。
あ
ち
こ
ち
に
朽
ち
た
倒
木

が
重
な
り
合
っ
て
、視
界
を
遮
る
も
の
の
、

意
外
に
明
る
い
。
葉
の
落
ち
た
白
っ
ぽ
い

木
立
が
広
が
り
、
あ
た
か
も
白
骨
非
常
の

情
。
威
圧
感
の
強
い
景
色
が
続
き
、
慣
れ

た
人
で
も
迷
う
と
言
う
。
北
向
き
に
少
し

下
る
と
、熊
笹
の
茂
み
に
翠
苔
が
色
濃
く
、

ふ
と
足
元
を
見
る
と
、
た
っ
た
今
、
猪
が

泥
浴
び
を
し
た
跡
が
あ
っ
た
。
猪
の
毛
筋

の
跡
が
生
々
し
い
。
湿
地
だ
。
三
の
池
だ

と
い
う
。
そ
の
一
角
に
サ
ワ
ラ
・
カ
エ
デ
・

ミ
ズ
シ
・
ブ
ナ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
・
シ
ロ
モ

ジ
・
モ
ミ
・
イ
チ
イ
等
々
の
茂
み
が
あ
り
、

こ
れ
こ
そ
平
清
経
の
本
陣
跡
だ
と
い
う
。

　
「
サ
ワ
ラ
は
此
の
山
の
樹
木
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
下
か
ら
人
が
持
っ
て
登
り
、
植

樹
し
た
も
の
で
す
。
祠ほ

こ
ら

も
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
」
と
英
生
さ
ん
。
白
い
枯
れ

木
の
森
の
中
に
、
此
処
だ
け
は
常
緑
樹
の

杜
で
あ
っ
た
。『
椎
葉
村
史
』
の
い
う
と
お

り
、
ま
さ
し
く
湿
原
祭さ

い

祀き

の
跡
の
よ
う
だ
。

　

旧
椎
葉
村
史
に
は
、
明
治
年
間
、
此
処

を
発
掘
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
鏡
が
二
面
出

土
し
た
と
い
う
。
大
き
さ
・
模
様
、
所
在

と
も
に
不
明
だ
が
、
椎
葉
民
俗
芸
能
博
物

館
に
は
、「
御
池
出
土
」
の
鉄
斧
・
直
刀
・

鉄
鏃
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
近
く
に
一
の

池
・
二
の
池
も
あ
る
、
と
い
う
。
だ
が
、

い
つ
も
二
つ
の
池
し
か
、
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
、
と
い
う
。

　

さ
ら
に
北
の
方
を
二
〇
〇
米
ほ
ど
下
る

と
高
さ
七
、八
米
、
長
さ
約
三
十
米
は
あ

ろ
う
か
、
深
い
苔
に
覆
わ
れ
た
石
灰
岩
の

小
山
が
あ
り
、
鍾
乳
洞
だ
と
い
う
。
続
い

て
「
御
坂
の
尾
」
の
高
み
で
あ
る
。
伝
説

の
平
家
の
見
張
り
台
で
あ
ろ
う
か
、
磐
座

か
、
と
推
察
さ
れ
る
。
御
池
と
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
聖
地
。
神
体
山
。
昔
の
人
々
は
、

此
処
に
登
拝
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
焼
酎

で
身
を
清
め
て
か
ら
登
っ
た
、
と
い
う
。

（
山
中
耕
作
）
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カメラ さんぽ

▲参加者は10人。椎葉留美子さん（上
椎葉下３）が優しく指導

　（11月21日・開発センター）

手
芸
講
座
で
バ
ッ
ク
作
り

　

教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習
講
座
。
ミ

シ
ン
を
使
い
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク
や

シ
ュ
ー
ズ
入
れ
な
ど
を
作
成
し
ま
し
た
。

▲力を込めて振り下ろす杵
きね

。つきたて
お餅はとってもやわらか。食べると
笑顔（12月２日・松尾小学校）

小
学
校
の
餅
つ
き
大
会

　

椎
葉
の
山
々
に
響
く
声
援
と
か
け
声
。

村
内
の
各
小
学
校
で
は
、
恒
例
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
や
餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲10万円の１・２子目が８組。50万
円の３子目と100万円の４子目は各
１組です（12月７日・村長室）

す
こ
や
か
出
生
祝
い
金

　

お
子
さ
ん
の
誕
生
を
祝
い
、
村
か
ら
祝

い
金
の
証
書
を
贈
呈
。今
回
の
該
当
者
は
、

５
月
か
ら
９
月
に
生
ま
れ
た
10
組
で
す
。

▲真剣なまなざしの子どもたち。中瀬
浩視さんが詳しく指導

　（12月４日・上椎葉）

初
め
て
の
ソ
バ
打
ち
体
験

　

椎
葉
小
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
７

人
。
ソ
バ
打
ち
を
教
わ
り
、
そ
の
場
で
試

食
。
お
い
し
い
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

　４回目となったタマチャールズ＆エリカのコンサー
ト。キーボードの演奏と響き渡るサックスの音色、それ
に抜群の歌唱力。今回は、二人が作詞作曲した新曲を披
露。平家大いちょう太鼓との共演に、会場いっぱいの拍
手が響き渡りました（11月23日・開発センター）

　鶴富屋敷をイメージした新しい
ラブソング。平家大いちょう太鼓
のために作詞作曲し、ＣＤ化も計
画中です。

ラブソング
「姫伝説」

　笑顔で記念撮影をするシンガポールの生徒たち。で
も、ホームステイ先では、通じない言葉と慣れない生活
環境にホームシックで泣き出す子もいました。この日
は、お別れパーティー。餅つきをして、海苔巻きづくり
にも挑戦しました（12月１日・開発センター）

　８月に椎葉の中学生がシンガ
ポールでホームステイ。今回は生
徒19人と教師６人が椎葉へやって
来ました。

椎葉村青少年
アジア友好の翼
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春夏秋冬　まるごと椎葉

　毎年冬になるとたくさんの家々に飾り付けられる
イルミネーション。華やかで鮮やかな光が、冷え込
みの増す椎葉の夜を温かく照らしてくれます。

▲日高太さん宅のイルミネーション。今年が８年目で、毎年増やした電球は飾り付
けだけでも一苦労。１月20日頃まで続けられます（12月15日・桑の木原）

　冬の夜を彩る

イルミネーション

　水面に漂う霧。まるでお風呂が沸いているかのようで、温かそうにも見えます。11月下旬に東北地方を襲った寒波は、
観測史上最高の積雪を記録しました。椎葉村でも氷点下を記録し、一面を覆う真っ白な霜。12月に入ると標高の高いとこ
ろで積雪も見られました。（11月24日・上椎葉ダム湖）

　暖かく湿った空気が冷たい空気と混ざって
発生する霧。蒸発霧とも言い、冬に息が白く
なるのと同じ原理です。

「蒸
じょう

気
き

霧
ぎり

」

▲椎葉小学校のメタセコイアの木。
高さ30ｍは日本最大級 ▲椎葉モータース（下椎葉）
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支給されます。
１．弔慰金の受給権者
２．戦没者等の子
３．戦没者等と生計関係があった

①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
（遺族以外と婚姻して姓が変わっ
た方又は遺族以外の養子になった
方を除く）

４．前期３以外の①父母②孫③祖父
母④兄弟姉妹

５．前期１〜４以外の遺族で戦没者
等の死亡当時まで引き続き１年以
上生計関係があった三親等以内の
親族

　【請求窓口】役場 福祉保健課
　【請求期限】平成20年３月31日
■問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉係
　☎０９８２−６８−７５１２
　宮崎県国保・援護課
　☎０９８５−２６−７０６１

高病原性鳥インフル
エンザ発生防止対策の
お願い

　あなたが飼っている鳥（鶏・アヒ
ル等）は大丈夫ですか？　鳥インフ
エンザの発生を防止するため、次の
事項について注意をお願いします。

【鳥インフルエンザの発生を防止す
るために】
①野鳥と接触させないようにする。
　・防鳥ネットの設置
　・エサ箱、給水器の屋内設置
②野生動物や衛生害虫（ネズミ、イ

タチ類、ハエ、ゴキブリ等）を駆
除するとともに鶏舎（鳥小屋）に
入れないようにする。

③消毒を徹底する。
・鶏舎（鳥小屋）の出入口の消毒

槽の設置
・車両、器具、作業者等の消毒

【万一、異常に気づいたら】
　鳥インフルエンザにかかった鶏
は、次のような症状を示します。
①死亡率の上昇（続けて死亡する）
②元気消失、神経症状、顔・鶏冠・

脚の腫れ及び皮下出血
③呼吸器症状
④消化器症状（下痢、食欲減退等）
⑤産卵率の低下

■問い合わせ・連絡先
　異常に気づいたら、至急ご連絡く
ださい。
　延岡家畜保健衛生所
　☎０９８２−３２−４３０３
　役場 農林振興課
　☎０９８２−６７−３２０６

第７回 宮崎県障がい者
スポーツ大会出場者の
募集について

　宮崎県障がい者スポーツ大会の出
場者を次のとおり募集しています。
■開催期日
　平成20年５月11日（日）
■開催場所
　宮崎県総合運動公園ほか
■募集締切
　平成20年１月18日（金）
■申込・問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉係
　☎０９８２−６８−７５１２

成世 昌平　　　　　　
「ノスタルジア椎葉」発売！
　成世昌平が椎葉を歌った曲「ノス
タルジア椎葉」。11月７日に日本ク
ラウンより発売され、翌週にはオリ
コンの演歌部門13位にランクイン。
椎葉を舞台に本人が出演して歌う
DVDも同時発売されました。

■お求めはＣＤショップ各店まで

「家庭の日」優待制度を
利用しましょう！

　毎月第３日曜日の「家庭の日」に、
県内各地の施設・店舗等の協力を得
て、優待制度を実施しています。家

族の心がふれあう場としてご利用く
ださい。
※「家庭の日」にお子様連れの家族

で、協力施設や店舗をご利用さ
れるとき、優待券を提出すると
料金割引等のサービスが受けら
れます。（優待券が必要で、ホー
ムページからもダウンロードでき
ます）

■問い合わせ先
　宮崎県青少年育成県民会議
　http://www.pref.miyazaki.lg.jp/
　☎０９８５−２６−７０４１

成人おめでとう !
平成20年度
椎葉村成人式

■期日　１月４日（金）
■場所　椎葉村開発センター
■内容
◦式　　典　　9：30 〜
◦記念講演　10：40 〜
　　講師：高橋 安光 氏（橘ひょっ

とこ踊り保存会副会長）
　※記念講演は一般の方も入場でき

ます。
◦記念撮影　11：40 〜
■新成人者※公民館別
　42人（男性25人・女性17人）

【上椎葉】椎葉勇太・那須祐介・
　那須翔仁・椎葉幹彦・井手勝允・

鈴木宏明・橋本美宗・椎葉南・
　那須さゆみ・椎葉三恵・那須小百合・
　椎葉真子・那須祥子・山中小雪・

中村栄子・椎葉春香
【尾八重】黒木祥二
【仲　塔】那須真奈美
【鹿野遊】富士本真吾・椎葉勇太・
　那須隆文

【尾　向】甲斐和・椎葉政徳・
　椎葉龍磨・甲斐徹・椎葉孝一朗

【不土野】那須貴幸
【大河内】右田将志・椎葉友規・
　甲斐真由美・椎葉美香・椎葉朋美

【小　崎】右田和磨・中瀬広樹・
　椎葉貴志・中瀬裕樹・右田美聡

【松　尾】中竹聖也・濱砂忠敬・
　那須智香・那須陽子・甲斐みのり
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎０９８２−６７−２８５０



Shiiba Information

お知らせ
１月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●12月１日現在
　男　　1,649人（−　3）
　女　　1,654人（　　0）
　計　　3,303人（−　3）
世帯数　1,269戸（　　0）
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お 知 ら せ
１月の納税について

　１月は、村県民税（４期）と国民
健康保険税（８期）の納税月です。
期限内（１月31日）までに納付して
いただきますようお願いします。ま
た、口座振替の方も残高をご確認く
ださい。
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　☎０９８２−６７−３２０５

「行政相談」の開催に
ついて

　行政相談が次のとおり行われま
す。行政に関することならどんなこ
とでもけっこうですので、気軽にご
相談ください。
■日時　１月８日（火）
　　　　２月12日（火）
■時間　10時〜 15時
　※毎月第２火曜日
■場所　椎葉村高齢者センター

「心配ごと相談」の開
設について

　心配ごと相談が次のとおり行われ
ます。心の悩みを相談してにてはい
かがでしょうか。
■期日　１月21日（月）
　　　　２月18日（月）

　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所
　保健センター「すこやか館」
■問い合わせ先
　社会福祉協議会
　☎０９８２−６７−２２７５

こころの健康相談に
ついて

　精神障がい者や家族及び地域住民
を対象に、医療や精神福祉に関する
相談を実施しています。費用は無料
で、精神科医師や保健師が相談にあ
たります。予約制ですので事前に連
絡をしてください。
■期日
　１月15日（火）
　　（担当：保健師が対応）
　２月19日（火）
　　（担当：瀧井病院医師）
　※毎月第３火曜日
■時間　13：30 〜 15：30
■場所　日向保健所
■予約申し込み先
　日向保健所 健康づくり課
　疾病対策担当
　☎０９８２−５２−５１０１

国民年金からのお知らせ
   「ねんきん特別便」では、社会保
険庁が把握している加入記録をお知
らせしています。ご自身の記録にも
れがないか十分にご確認いただき、
訂正がない場合には同封の「確認は
がき」を、訂正がある場合には「年
金加入記録照会票」を、必ず提出し
ていただきますよう、ご協力をお願
いいたします。
　また、住所変更の届出がお済みで
ない方は、大切な「ねんきん特別
便」をお届けできません。住所の変
更・訂正はご自身による手続きが必
要となりますので、お手数ですが、
以下の手続き先で手続きをお願いし
ます。
■問い合わせ先・手続き先
①国民年金第１号被保険者
　　役場 税務住民課 国民年金係
　　☎０９８２−６７−３２０５

②厚生年金加入者 及び 国民年金第
３号ひ保険者

　　厚生年金加入者の方のお勤め先
（社会保険担当者）

③年金受給者
　　延岡社会保険事務所
　　☎０９８２−２１−５４２４

　法定調書の提出は
　１月31日まで

　給料、報酬、不動産の使用料等を
支払った場合には、支払先の住所、
氏名、支払金額等を記載した源泉徴
収票や支払調書等（総称して「法定
調書」といいます）を税務署に提出
することになっています。
　この法定調書は、利子、配当等の
一部を除き、一年間の支払分を取り
まとめて提出するもので、平成19年
中の支払に係る法定調書の提出は、
平成20年１月31日（木）までとなっ
ていますから、記載誤りのないよう
正確に記載し、期限までに提出して
ください。
　なお、法定調書の提出について
は、「国税電子申告・納税システム

（e-Tax）」を利用してインターネッ
トでの提出ができます。
　法定調書をe-Taxを利用して提出
するための手続等、詳細については、
ホームページをご覧いただくか、最
寄りの税務署（資料情報担当者）や
税務相談室にお気軽におたずねくだ
さい。
■e-Taxホームページ
　http://www.e-tax.nta.go.jp
■問い合わせ先
　延岡税務署 個人課税部門
　☎０９８２−３２−３３０３

　戦没者等のご遺族の　
　皆様へ

第八回特別弔慰金の請求期限
が近づいています。平成20年
３月末までにご請求ください。

　戦没者等の死亡当時のご遺族で平
成17年４月１日現在、公務扶助料や
遺族年金等を受ける方がいない場合
に、次の先順位のご遺族１人に対し、
額面40万円、10年償還の記名国債が
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大
好
き
な
家
族
や
友
達
に
囲
ま
れ

て
生
活
を
送
っ
て
い
た
マ
リ
ー
は
あ

る
日
突
然
、
本
当
の
事
を
知
ら
さ
れ

る
。
血
の
つ
な
が
り
だ
け
が
親
子
で

は
な
い
こ
と
に
気
づ
く
ま
で
の
感
動

の
一
冊
。

出
生　
お
め
で
と
う

　
　

尾
前 

秀ひ
で

和か
ず 

く
ん

（
尾
前
下
）
久
一
郎
・
慶
子 

さ
ん

　
　

那
須 

津つ

久く

思し 

ち
ゃ
ん

（
若
宮
住
宅
）
建
・
尚
美 

さ
ん

　
　

椎
葉 

江え

利り

華か 

ち
ゃ
ん

（
矢
立
）
利
明
・
エ
ル
リ
ン
ダ 

さ
ん

死
亡　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

那
須　

傳
左
衛
門 

様

 （
古
枝
尾
上
）
九
十
八
歳

那
須 　

馨 

様
（
上
福
良
）
八
十
九
歳

戸
籍
だ
よ
り
（
11
月
分
）

１
日　

飲
酒
運
転
絶
滅
旬
間（
〜
10
日
）

　
　
　

県
内
私
立
高
校
入
試（
〜
２
日
）

３
日　

小
学
校
学
習
発
表
会

４
日　

平
成
20
年 

税
申
告
相
談

　
　
　
　
（
〜
下
旬
・
村
内
各
地
区
）

５
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座

８
日　

ス
キ
ー
教
室（
鹿
野
遊
小
学
校
）

　
　
　

県
婦
人
大
会

12
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

13
日　

避
難
訓
練
（
椎
葉
中
学
校
）

14
日　

子
牛
村
品
評
会
（
那
須
橋
）

15
日　

立
志
式
（
松
尾
中
学
校
）

17
日　

学
習
発
表
会（
不
土
野
小
学
校
）

　
　
　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

19
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座

中
旬　

消
防
部
長
会
（
役
場
）

21
日　

１
歳
６
ヶ
月
児
・
３
歳
児
健
診

22
日　

立
志
式（
椎
葉
中
学
校
）※
予
定

　
　
　

な
わ
と
び
大
会（
松
尾
小
学
校
）

　
　
　

子
牛
郡
共
進
会
（
延
岡
市
）

24
日　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　

子
ど
も
の
声
を
聞
く
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

県
北
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

　
　
　
　
（
美
郷
町
）

26
日　

乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
乳
児
妊

婦
相
談
（
す
こ
や
か
館
）

２
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊
　

こ
れ
を
読
め
ば
あ
な
た
も
お
天
気

は
か
せ
！　

み
れ
ば
み
る
ほ
ど
お
も

し
ろ
い
。
雲
の
す
べ
て
が
分
か
る

本
！　

さ
ぁ
、
空
を
み
あ
げ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

BOOK  CORNER
椎葉村開発センター
■問い合わせ先
　教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより

『
天
使
の
す
む
町
』

（
小
峰
書
店
）

著 

／ 

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

訳 

／ 

冨
永　

星

鹿野遊小６年

那須 優
ゆ

里
り

 ちゃん

　

動
物
た
ち
の
お
か
げ
で
主
人
公
の

ゴ
ー
シ
ュ
が
セ
ロ
を
上
手
に
弾
け
る

よ
う
に
な
る
お
話
で
す
。
動
物
と

ゴ
ー
シ
ュ
の
や
り
と
り
が
お
も
し
ろ

い
本
で
す
。

『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』

著 

／ 

宮
沢
賢
治
（
偕
成
社
文
庫
）

鹿野遊小教諭

大野 綾
あや

子
こ

 さん

　

モ
ン
ス
タ
ー
が
絵
本
に
夢
中
に

な
っ
ち
ゃ
っ
た
!?　

モ
ン
ス
タ
ー
を

も
と
り
こ
に
し
て
し
ま
う
「
本
の
魅

力
」
を
感
じ
る
１
冊
で
す
。

『
え
ほ
ん
を
よ
ん
で
、

　
　
　

ロ
ー
リ
ー
ポ
ー
リ
ー
』

編 

／ 

リ
リ
・
シ
ャ
ル
ト
ラ
ン
（
ポ
プ
ラ
社
）

鹿野遊小学校

『雲をみようよ』
（光村教育図書）

著 

／ 

ト
ミ
ー
・
デ
・
パ
オ
ラ

訳 

／ 

福
本 

友
美
子
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俳
句
募
集
＝�

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

枯
山
を
か
ら
す
一
羽
の
行
方
か
な	

山
本　

和
枝

［
評
］
枯
山
は
冬
の
山
で
あ
る
が
、
冬
山
が
蕭

し
ょ
う
じ
ょ
う

条
と
枯
れ
て
い
る
状
態
を
言
う
。
枯

色
の
一
色
で
あ
る
。
動
く
も
の
と
言
え
ば
一
羽
の
鴉か

ら
す

、
餌
を
求
め
て
い
ず
か

た
へ
さ
ま
よ
う
の
か
。
少
し
寂
し
い
風
景
だ
が
静
と
動
の
対
象
く
っ
き
り
。

芭
蕉
像
の
膝
に
枯
葉
の
舞
い
遊
ぶ	

小
八
重
知
津
子

［
評
］
芭
蕉
の
生
地
伊
賀
を
旅
さ
れ
た
。
崇
敬
の
念
を
も
っ
て
芭
蕉
の
像
に
近
づ
く

と
、
風
に
煽
ら
れ
た
枯
葉
二
、三
枚
が
遊
ん
で
い
る
。
伊
賀
な
れ
ば
こ
そ
芭

蕉
と
風
と
枯
葉
と
芭
蕉
の
睦
び
。

薪
を
割
る
真
昼
静
か
な
年
の
暮	

中
瀬　
　

汀

［
評
］
年
用
意
と
し
て
薪
を
蓄
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
エ
イ
ッ
と
声
を
か
け
て
斧
を

ふ
り
お
ろ
す
。「
真
昼
静
か
な
」
と
は
、
薪
の
割
れ
た
音
以
降
の
静
か
さ
を

述
べ
て
い
る
。
山
村
の
年
末
風
景
の
一
こ
ま
。

《
入
選
》

初

春

や

禰ね

ぎ宜

の

誘

う

笛

清

し

中
瀬　
　

汀

餅
焼
け
ば
餅
話
し
く
る
籠
居
に

小
丸
川
河
童

暮

れ

て

ゆ

く

社

の

森

や

冬

鴉

黒
木
八
重
子

蓑
虫
の
動
き
さ
っ
ぱ
り
定
ま
ら
ず

那
須　
　

正

椎
葉
湖
の
冬
の
鳥
ど
も
合
唱
す

椎
葉
シ
ヅ
子

入
院
を
決
め
か
ね
て
お
り
秋
の
暮

小
八
重
知
津
子

夜
神
楽
に
老
い
も
若
き
も
集
い
来
て

那
須　

瑞
穂

遠
く
よ
り
神
楽
の
笛
の
き
こ
え
く
る

山
本　

和
枝

小
流
れ
を
覆
い
て
い
た
る
落
葉
か
な

椎
葉　
　

満

た
そ
が
れ
て
唄
い
つ
ゝ
児
等
紅
葉
道

山
茶　

久
実

観

覧

車

上

の

上

ま

で

冬

の

空

戸
辺　

好
郎

編
集
後
記

４
月
に
担
当
に
な
っ
て
９
ヶ
月
。
い
ろ
ん
な
所

に
顔
を
出
し
、た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
「
カ

メ
ラ
マ
ン
だ
！
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
、
助
け
ら
れ
な

が
ら
、
な
ん
と
か
椎
葉
村
の
「
日
記
」
の
様
な

広
報
紙
を
作
り
上
げ
て
こ
れ
ま
し
た
。
今
年
も

分
か
り
や
す
い
文
章
作
り
を
心
が
け
、
た
く
さ

ん
の
村
民
の
笑
顔
を
紹
介
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
（
リ
キ
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
門
松
作
戦
は
、
椎
葉
駐
在
所
連
絡
協
議

会
（
松
岡
憲
三
郎
会
長
・
会
員
数
12
人
）

が
平
成
７
年
よ
り
続
け
る
年
末
年
始
の

交
通
安
全
活
動
。
一
年
の
節
目
に
、
角
で

待
つ
（
見
通
し
困
難
な
場
所
で
の
一
時
停

止
や
徐
行
）
や
、
か
ど
で
待
つ
（
行
動
の

か
ど
か
ど
〝
節
目
〟
で
待
つ
な
ど
安
全
確

認
の
励
行
）
な
ど
を
「
門
松
」
と
か
け
、

門

松

を

製

作
し
て
交
通

安
全
を
呼
び

か
け
て
い
ま

す
。
今
回
は

６
基
が
椎
葉

駐
在
所
前
な

ど
に
飾
ら
れ

ま
し
た
。

「門松作戦」

　

別
れ
別
れ
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
百
済
王
族

の
親
子
が
年
に
一
度
再
会
す
る
と
い
う
、

哀
し
い
伝
説
を
再
現
し
た
祭
り
で
、
百
済

の
風
習
や
戒
律
を
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
90
㎞
も
離
れ
た
２
つ
の
神
社
（
南
郷

区
・
神
門
神
社
、
木
城
町
・
比
木
神
社
）

が
２
泊
３
日
を
か
け
て
合
同
で
行
う
と
い

う
大
変
珍
し
い
も
の
で
、
１
０
０
０
年
余

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
祭
り
一
番
の
見
所

は
、
天
を
も
焦
が
さ
ん
ば
か
り
に
燃
え
上

が
る
初
日
の
「
迎
え
火
」
で
す
。
こ
の
古

代
史
の
ロ
マ
ン
に
満
ち
た「
師
走
ま
つ
り
」

を
、
ぜ
ひ
肌
で
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日

　

平
成
20
年
１
月
25
日（
金
）〜
27
日（
日
）

■
場
所　

美
郷
町
南
郷
区
神
門
神
社
周
辺

■
問
い
合
わ
せ
先

　

美
郷
町
企
画
情
報
課　

　

☎
０
９
８
２―

６
６―

３
６
０
３

師
走
ま
つ
り

日
向
入
郷
広
域
情
報

美
郷
町
（
南
郷
区
）

み
ん
な
で
作
ろ
う
！

　

椎
葉
の
「
そ
ん
ぽ
う
」

「
そ
ん
ぽ
う
」
こ
と
「
広
報
し
い
ば
」
で
は
、
み

な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

村
内
ど
こ
へ
で
も
取
材
に
行
き
ま
す
。
ま
た
、

ご
意
見
ご
感
想
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
８
８
３

−

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
大
字
下
福
良
１
７
４
７−

２
０

椎
葉
村
役
場 

総
務
課
「
広
報
し
い
ば
」
係

電　

話
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

３
２
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

２
８
２
５
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　ヤドリギ科ヤドリギ属。厳冬期の椎葉では常緑樹
以外は全て葉を落とし越冬状態に入っています。そ
んな落葉樹の梢では鳥の巣状をした黄緑色の球が目
につきます。これがヤドリギで、つく木はミズナラ
やブナ、ミズメなどの落葉樹がほとんどで、常緑の
針葉樹や広葉樹には見かけません。幹は非常に短く、
緑色の枝の先端に常緑の長さ２−３㎝、幅１㎝程の
細長い葉を２、３枚プロペラ状に対生し、雌雄異株
で２、３月頃に開花し、径１㎝程の丸い淡黄色の果
実が実ります。この実はほろ甘く、鳥に食べられた未
消化の種子が他の木の樹皮に付着し、発芽根が宿主
の木部に入って行くのですが、樹皮がよく剥げ落ち
る木や陽光が当たらない常緑樹ではうまく成長できな
いようです。自らも葉で光合成をしますので半寄生と
呼ばれています。日本列島のほか、朝鮮半島や中国
東北部に分布し、南限は鹿児島県枕崎市になります。

（九州大学宮崎演習林　内海　泰弘・井上　晋）
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未来にはばたけ！

西村 咲
さ

紀
き

　ちゃん
（若宮住宅）

平成18年２月12日生まれ

おとうさん：伊織 さん
おかあさん：三容子 さん

元気いっぱいで困ってしまうほど活
発な娘です。お姉ちゃんと歌ったり
踊ったり毎日賑やかな我が家です ! !

椎葉　慧
さとし

　くん
（向山日添）

平成18年２月７日生まれ

おとうさん：邦広 さん
おかあさん：由加里 さん

僕はアンパンマンと車の絵本が大
好きです。沢山、ご飯を食べてア
ンパンマンの様に強くなるぞ〜！

Face in　January

（
21
歳
・
追
手
納
）

勤
務
先
：
椎
葉
村
物
産
セ
ン
タ
ー

趣　

味
：
音
楽
鑑
賞

　椎葉に帰ってきてもうすぐ３ヶ月になります。今は物産
センターで働かせてもらっています。優しい先輩方と楽し
く仕事をしています。ぜひ、物産センターにお越しくだ
さい。

大
自
然
へ
出
か
け
よ
う
！

■
名
称

　

県
指
定
天
然
記
念
物

　
「
松
尾
の
イ
チ
ョ
ウ
」

■
県
指
定
年
月
日

　

昭
和
44
年
２
月
28
日

■
形
状

　

樹　

齢　
　

伝
承
７
０
０
年

　

樹　

高　
　

30
ｍ

　

幹
周
り　
　

６
・
２
ｍ

　

イ
チ
ョ
ウ
は
中
国
原
産
の
イ
チ
ョ
ウ
科
落
葉
高
木
で
雌
雄

異
株
。
雌
株
に
は
実
（
銀ぎ

ん
な
ん杏
）
が
な
る
が
、
こ
の
巨
木
も
毎

年
た
く
さ
ん
の
実
を
付
け
る
。
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
の
特
徴
は
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
乳
垂
が
数
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
学
術

上
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
樹
齢
は
約
７
０
０

年
と
伝
え
ら
れ
、
長
年
風
雨
に
耐
え
て
き
た
そ
の
姿
が
、
地

元
・
松
尾
小
学
校
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
場
所
は
、
椎
葉
山
松
尾
村
の
庄

屋
跡
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
、
イ
チ
ョ
ウ
と
と
も
に
椎
葉
村

の
名
所
の
一
つ
で
も
あ
る
。

「
松
尾
の
イ
チ
ョ
ウ
」

巨
木
を
訪
ね
る
③

▲11月下旬、葉の色は鮮やかな
黄色へ。そして、散った葉は
まるで黄色のジュウタンを敷
き詰めたよう

椎
葉 

元も
と

子こ 

さ
ん


